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に特有の吸収を示すことを考はすれば2ケの水酸基を

有する pregnelonと推定される.UV..m&Ⅹ(lnEtOH)

243叫logemaⅩ-4,277,IR(KBr)1,655cm~1(I,cZo),

I,605cm-I(LJr.C!),3,020cm-I(L･C=C!-1I).NMRの結果

(lnCDC187=6.32のメチンーHがで-8.84のメチルー

H とカップリングしている)から,このステロイドは

ClTにCIも-CHOH-の川銃を布している.クロム鵬他

化により狩られるtriーketonはIRにおいて1,725cm-1

(LJOl0)一五Ll環ケ トン).1,700cm-1(i/C20ZO),1,655

cmll(叩8-0)の吸収をオiL,1,725cm11の吸収にLNし

ては,C18-0は容易にエノール化することからC18:0

と帰属できる.従ってこの物矧ま4-pregnen-15,20-

dio1-3-onと推定され,立体配置の決定は次のJJ瀧で

行なった.15̀T-hydroxyprogesteronに 20β-hydro･

Xysteroid･dehydrogenaseを作用 させて 4-pregen-

15a,20β-dio1-3-onを得て,この合成物Tiおよびその

アセチル誘導体の諮性質は,この昆虫からIll離された

物質と全く一致した. (上野Eil火)

』L

ゲンゴロウの 1種からの防禦分泌物(4-Pregnen-

15'r,20β-dio1-3-on)節足動物の防禦粥勿Ti(38弧)

4-Pregnen-15α.20β-dioト3-0mim Wehrsekret

einesSchwimmk当fers XXXVIII,Mitteilung

仏berArthropoden･Abwehrstoffe.

ⅠⅠ.Schildknecht,H.TacheciundU.Maschwitz.

Natuywisse〟schafLen56,37(1969).

BacIT6lz(西 ドイツ.バイエルン州捕部)近郊の

イザ-ル河の支純で採災 されたゲンゴロウの 1孤
(PLatambusmacuZatus)の前胸から分泌される防烈

物質が 4-pregnenl15̀T,20β-dio1-3-on⊂A〕と同定さ

れた.この昆虫の頭部を刺激すると分泌 される乳披

(100匹分)を災めて.シリカゲルクロマトでシクロヘ

キサン-酢エチ (1:1)により練返し放関して粗結晶

(1mg)を相で,メタノールで再結して mp232-234〇

分-7･iii332の結晶を村た.この物見は以下の物理的性

質からenon和仏 をイJL.ORDではt-'1のCotton効米

(33lml.Aem&Ⅹニー1.30)を示し,CDが41-3-ketosteroid
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